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特集　巨大臍帯ヘルニア治療 update
巻頭言
治療法の変遷
巨大ヘルニアに対する皮膚欠損部の
　上皮化（さまざまな方法の組み
　合わせ）
カラヤヘッシブ，ゲーベン，陰圧閉
鎖療法
脱出臓器還納困難に加えてさまざま
　な合併症を認めたが人工真皮を
　用いることで腹壁閉鎖に成功した
　1 例
人工真皮
アクアセル Ag，ゲーベン
巨大臍上部型臍帯ヘルニアに対する
　ネオベールシート・アクアセル
　Ag・テガダームによる上皮化の
　工夫
臍帯ヘルニアに対する創傷被覆剤
　（アクアセル®Ag）を用いた
　保存療法と待機的根治術
アクアセル®Ag とメピレックス®
　ボーダー
Biosheet を用いた皮膚再生 
　（動物実験）

皮膚上皮化の治療戦略：
　現状と今後の展望
腹壁閉鎖困難例に対するcomponent 
　separation technique（CST）の
　応用
CST および青山法による腹壁閉鎖
　の経験
CST 変法（ラミネート閉鎖法）に
　よる腹壁閉鎖
内視鏡下 CST
内視鏡補助下 CST
腹壁閉鎖困難例に対する tissue 
　expander を使用した腹腔内
　容積の増大
CST，人工皮膚との併用
Tissue expander 留置による
　多段階腹壁閉鎖
臍帯ヘルニア治療の最近の問題点と
　長期経過
出生前診断された臍帯ヘルニアに
　おける人工妊娠中絶を含めた
　転帰に関する検討
長期フォロー

ロゴと枠のアキ⇩
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